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第 1 部

東京湾の変貌と江戸前の魚
日時：9月 3日（土）09：30－17：00

【趣旨】

東京湾の変貌と江戸前の魚の歴史を関係者から情報を提供してもらい、「海の時代」の賢

い海の利用モデルの構築を目指し、関係者間に横断的なコミュニケーションの場を提供し、

今後の改善のポイントや東京湾の環境改善ネットワークの効率化を図る方法を討論します。

1．タイムスケジュール

08：30-09：20 受付 映画「豊かな海は森づくりから」(マリンブルー21企画)

「海の森づくり」（日本水産資源保護協会提供）

09：30-09：35 開会宣言と趣旨説明

海の森づくり推進協会代表理事 松田 惠明 氏

09：35-10：10 基調講演１．東京湾の変貌と課題

独）水産総合研究センター研究主幹 中田 薫 氏

10：10-10：15 質疑応答

10：15-10：50 基調講演２．江戸前の魚は粋で食う

東京農業大学名誉教授 小泉 武夫 氏

10：50-10：55 質疑応答

10：55-11：30 基調講演３．ヨーロッパにおける海藻食推進の現状と課題
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「HUIS VAN KYOKO」主宰 オオニシ 恭子 氏

11：30-11：35 質疑応答

11：35-13：00 昼休み

13：00-15：00 パネル討議 東京湾の変貌と江戸前の魚

座長 元茨城大学教授 大嶋 和雄 氏

話題提供１．干潟の変化と諸問題―三番瀬を中心に―

三番瀬市民調査の会事務局長 中山 敏則 氏

話題提供２．東京湾の栄養塩の変化

東京大学教授 磯部 雅彦 氏

話題提供３．東京湾の底質の特徴

産業技術総合研究所上席研究員 斎藤 文紀 氏

話題提供４．貝類の種類と数量の変化

株式会社東京久栄技術顧問 柿野 純 氏

話題提供５．東京都内湾の生物を通してみる湾奥の現状と課題

東京都島しょ農林水産総合センター 小泉 正行 氏

15：00-15：10 休憩

15：10-16：55 総合討論 東京湾環境修復ネットワーク強化へ向けた課題１：

望ましい将来展望を開くネットワークの構築

座長 東京大学大気海洋研究所特任研究員 野村 英明 氏

16：55-17：00 事務局から

17：00 閉会

17：10-18：50 懇親会
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2．講師等プロフイール

総合司会：藤野 修二郎（ふじの しゅうじろう）

大分県日田市出身。東京商船大学（現東京海洋大学）商船嗚学部航海学科卒、三

井船舶（現商船三井）及び外資系船社で主として、外航定期船航海士・船長とし

てキャリアを積み、その後、海洋開発・海のエンジニアリング分野の業務に長年

従事。現在、山水総研株式会社執行役員。NPO 海の森づくり推進協会幹事長・理事

基調講演１：東京湾の変貌と課題

中田 薫（なかた かおる）

京都生まれ。北海道大学水産学部卒。農学博士。1984年に水産庁東海区水産研究

所（現・水産総合研究センター中央水産研究所）に就職し、マイワシの餌料環境

に関する研究を開始。当時はマイワシ資源の最盛期で、冬春季には九州～東海沖

の黒潮周辺海域のどこででもマイワシの卵稚仔が採集された。それが数年で姿を

消し、目の前で起こった大きな生態系の変化に衝撃を受けた。その後、イカナゴ

やアサリなどの沿岸資源の餌料環境の研究も手がけ、総量削減専門委員会委員と

して第七次水質総量削減のあり方の審議に加わった。現在、独立行政法人水産総

合研究センター研究主幹。

基調講演 2：江戸前の魚は粋で食う

小泉 武夫（こいずみ たけお）

1943年福島県の酒造家に生まれる。専門は発酵学、食文化論。現在、東京農業大

学名誉教授、鹿児島大学・流球大学等の客員教授。著書は『食あれば楽あり』、『食

の堕落と日本人』など単著 114冊を数える。受賞多数。

基調講演 3：ヨーロッパにおける海藻食推進の現状と課題

オオニシ 恭子（おおにし きょうこ）

1960年代インテリアデザイナーとして活躍。1970年代のオイルショック以後、石

油由来の素材をふんだんに使用したデザイン優先の生産に疑問を持つ。自身の健

康改善のため日本的食養料理法を学び、命の原点が食であり、其の食がかならず

しも命に貢献していない現代人の食生活改善を考え、１９８１年渡欧し、命を養

う食の指導を始める。次第に欧州の風土の条件を取り入れた、現代人にあう食事

法「ヨーロッパ薬膳」として確立していくも、何処の土地においても各自の健康

を守る食のあり方を主唱し，さらに「自分食を探す食の方程式」を説いていく。

現在、オランダ、ベルギー、フランス，日本での講演、講習、食のアドバイス、
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個人指導，欧州で海藻を食として定着すべき海藻プロジェクトを進行中。管理食

養士、JOY.plus NPO Paris 会長、HUIS VAN KYOKO 主宰、『海の森づくり推

進協会』正会員

パネル討議：東京湾の変貌と江戸前の魚

座長：大嶋 和雄（おおしま かずお）

北海道大学大学院修了、九州大学理学博士

1967～1993：通産省工技院地質調査所

1993～2004：茨城大学教授

1982年科技庁研究功績賞「汚染底質の調査技術および堆積機構の研究」

長年、沿岸工場立地環境の事前評価マニュアル作成のため調査技術開発に従事

現在：茨城大学地域総研客員研究員、茨城県環境アドバイザー

話題提供１：干潟の変化と諸問題―三番瀬を中心にー

中山 敏則（なかやま としのり）

1948年、有明海と不知火海（八代海）に挟まれた熊本県宇城市三角町で生まれる。

中学卒業後、川崎製鉄（現ＪＦＥスチール）に就職。兵庫県西宮市で２年間働い

たあと、千葉へ移転。1969年、定時制高校に通いつつ千葉県職員に転職し、2009

年３月に退職。房総半島のすさまじい自然破壊を憂い、1998年から三番瀬保全な

どの自然保護活動に参加。三番瀬市民調査の会事務局長、三番瀬を守る連絡会代

表世話人などを務めている。

話題提供２：東京湾の栄養塩の変化

磯部 雅彦（いそべ まさひこ）

1975年東大・工・土木工学科卒。横国大・工・土木工学科助教授、東大・工・土

木工学科教授等を経て、東大大学院新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻教

授（工学博士）、2009年 4月から 2011年 3月まで副学長。著書は海岸環境工学（東

大出版、共著）、海岸波動（土木学会、共著）、海岸の環境創造（朝倉書店、編著）

等。日本沿岸域学会理事、土木学会理事・副会長、科学技術学術審議会海洋開発

分科会委員、三番瀬再生計画検討会専門家会議会長、高潮・津波ハザードマップ

研究会委員、総合海洋政策本部参与等を歴任。

話題提供３：東京湾の底質の特徴

斎藤 文紀（さいとう よしき）

京都大学理学部地質学鉱物学教室卒。理学博士（九州大学）。1981年通商産業省工

業技術院地質調査所入所、以来日本及びアジアの海岸沿岸域における地形と堆積
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物の研究に従事。2001年独立行政法人化に伴い、独立行政法人産業技術総合研究

所に転任。現在は、主に黄河、長江、ホン河、メコン河、チャオプラヤ河、ゴダ

バリ河など、アジアの三角州（デルタ）を対象に研究を展開中。地質情報研究部

門所属。中国の中国海洋大学、華東師範大学、国家海洋局第一海洋研究所の客座

教授。国際学術誌 Marine Geology, Estuarine Coastal and Shelf Science,

Geo-Marine Letters, Sedimentary Geology, Quaternary Science Reviewsの編集

委員。

話題提供４：貝類の種類と数量の変化

柿野 純（かきの じゅん）

千葉県水産試験場（現千葉県水産総合研究センター）に 1974年から勤務し、主に

東京湾の環境調査やアサリ漁業、ノリ養殖業などの内湾の浅海増養殖業に関わる

調査、研究業務に従事した。2000 年にアサリに関する研究で学位を取得、2006

年に水産工学会賞を受賞。2007年に千葉県を退職し、（株）東京久栄の技術顧問と

して現在に至る。

話題提供５：東京都内湾の生物を通してみる湾奥の現状と課題

小泉 正行（こいずみ まさゆき）

東京都水産試験場（現東京都島しょ農林水産総合センター）に 1973年に勤務し、

小笠原のウミガメや磯魚調査 2 年を皮切りに、伊豆大島でマサバ、イワシ類など

の卵・仔稚魚の調査を 14年、多摩川や江戸川で流下仔アユや遡上稚アユ調査を 7

年、八丈島でトコブシや藻類などの資源復活調査を 8年、そして 2004年から東京

湾の水質･生物モニタリング調査を担当。色々な調査を担当して得た部分もあるが、

幼少期から大学までの 20数年を過ごした地元、三重県での川遊びや伊勢湾の潮干

狩りなどの自然体験が、今の調査研究の原点になっており、「自然はできるだけ保

全し、壊した部分は皆で知恵を絞って修復して自然の生産力に任す」ことを意識

している。

総合討論：東京湾環境修復ネットワーク強化へ向けた課題１：

望ましい将来展望を開くネットワークの構築

座長；野村 英明（のむら ひであき）

現在、東京大学大気海洋研究所 特任研究員．博士（水産学）．

東京湾海洋環境研究委員会事務局長．専門は浮游生物学，海洋生態学．著書：東

京湾-人と自然のかかわりの再生-，恒星社厚生閣，（2011）．日本の里山・里海評

価：クラスターの経験と教訓「里山・里海：日本の社会生態学的生産ランドスケープ」
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関東中部の経験と教訓，国際連合大学高等研究所，（2011）．流出油の海洋生態系

への影響，恒星社厚生閣，（2005）．地球環境調査計測辞典第3 巻沿岸域編，フジ・

テクノシステム，（2003）

3. 要旨

基調講演１．東京湾の変貌と課題

講師：独）水産総合研究センター 中田 薫 氏

富津三崎と観音崎を結ぶ線以北の面積 922km2の東京内湾（狭義の東京湾）は、大小 36

の河川が流入する平均水深 19m の浅い半閉鎖性内湾である。河川から継続的に供給される

土砂により、かつての東京湾には、富津から横浜まで連続的に干潟が存在していた。流域

人口は約 2600万人で、日本の人口の約 20%が流域圏に集中する。ここ 70年で人口は 3倍

以上に増加し、1936年に 136km2あった干潟も、1960年代以降埋め立てが進み、現在では

その 88%が失われた。1908年にまとめられた東京湾漁場図には、岸に沿ってアマモ場やコ

アマモ場が広がっていた様子が見て取れるが、現在では 1ha 以上のまとまったアマモ場は

横須賀市の走水と富津市以南にしか見られない（森田、2010）。

東京湾、伊勢湾、瀬戸内海など、人口及び産業が集中して汚濁が著しい広域的な閉鎖性

海域の水質改善を図るため、1979年より水質総量規制が導入された。開始時には東京湾の

CODの発生負荷量は 477t/日、関係都県が見積もった窒素負荷量は 364t/日、リンの負荷量は

21.1t/日であったが、2004年度にはそれぞれ 56％、43%ならびに 27％の削減となった（第

７次総量規制のあり方答申）。湾内のこれらの濃度は幾分減少傾向にあるものの、夏季の底

層 DO は依然 3mg/L以下の低い状況が続いて大規模な貧酸素水塊が数ヶ月にわたって存在

し、赤潮の発生件数も年間 50件程度で推移する。発生負荷量の削減に見合った効果がなか

なか上がらない様子だが、その原因は未解明である。

10万 tを超えていた東京湾の漁獲量は、1960年半ば以降減少し、1972年には６万 tと

なった。東京湾への依存度が低いマイワシ等の増加により、1980年代はその水準を維持し

ていたが、マイワシの急減にともなって 1992年には４万 tとなり、以後３万 t前後で推移

している。干潟、藻場もしくは浅海域を生活史の一部で利用している種類は埋め立てによ

り資源量が減少し、中にはアオギスのように絶滅したとされる種類もいる。シャコやマア

ナゴ等の湾央部を中心に生息する資源の多くも減少傾向にある。1962年まで全湾で行われ

ていたノリの生産は、東京都では漁業権放棄により途絶えたものの千葉県では引き続き生

産されていたが、水温の上昇による漁期の短縮や冬季のリンの減少による色落ち等の新た

な問題にさらされている。

日本には沿岸域を定義した法律はなく、沿岸域の範囲について省庁・分野横断的な規定

もない。一方、江戸前の魚を利用し続ける上で重要な河川の管理や埋め立て問題、貧酸素、
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赤潮問題など、水産資源に大きく影響してきた現象はいずれも水産セクタの取り組みだけ

では解決できない。しかし、2007年に施行された海洋基本法には、「沿岸域の総合的管理の

推進」がうたわれ、セクタ横断的な情報の共有や活動が徐々に芽吹き出した。今年の２月

には「沿岸域の総合的管理に向けた海域環境対策の俯瞰～水産・環境・港湾の取り組みを

例にして～」と題して第 5 回 海の再生全国会議が開催され、はじめて水産分野からの発

表があった。江戸前の魚とその生息環境を保全するために、こうした活動をますます活発

化させていく必要がある。

基調講演２．江戸前の魚は粋で食う

講師： 東京農業大学名誉教授 小泉 武夫 氏

徳川家康が江戸に開城した理由のひとつに江戸湾の豊かな魚資源があった。この湾には、

隅田川、荒川、江戸川、中川、多摩川といった大河が流れ込んできて、そこに肥沃な栄養

素やプランクトンを大量に放出し続けてきた。そこには、「沖の百万坪」と称された干潟も

形成されて、小魚の格好の餌場となり、その小魚をねらってスズキ、カレイ、カツオ、サ

ヨリ、タイ、ハゼ、アナゴ、コノシロ、イイダコなどのいわゆる「江戸前」の魚が集り、

そして、アサリ、ハマグリ、アオヤギといった貝類、クルマエビやワタリガニ、シャコな

どの甲殻類もよく捕れた。

その魚類を、粋な江戸人たちは、江戸前鮨や煎酒（いりざけ）、ネギマ鍋、江戸前天麩羅

など、さまざまな料理法で賞味してきた。その背景には、江戸に住む人たちの心意気や気

概、伊達さ、お洒落さなどがあったからにほかならない。

講演では、江戸前とは何かを定義すると共に、そこで捕れた魚介類の料理法や食べ方が

いかに江戸の人たちの粋さに合致していたかなどについて述べる。

基調講演３．ヨーロッパにおける海藻食推進の現状と課題

講師： 「HUIS VAN KYOKO」主宰 オオニシ 恭子 氏

１、 自己紹介及び欧州での３０年間の活動

日本式健康法のすすめ 映像/欧州風景、講習風景、子供のキャンプ、

２、チェルノブイル後の日本食へ関心

１９８６年 日本食品、 日本食レストラン
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３、日本産ひじきのヒ素問題

ひじき 海藻コーナー

４、狂牛病発生−その後

牛の風景 肉屋

５、ダイオキシン問題

海の汚染−魚への警告 海のゴミ 魚の様子

オランダの例 水温の上昇、海を守る

フランスの例 海藻の発酵 sea first ブルターニュの海

７、海藻プロジェクト発足

２００８年 メンバー 有明の海苔

８、海藻食の薦め

デルフト大学 エラスムス大学

９、オランダ、ワーへニンゲン大学

海藻プロジェクト

デンハーグで、 養殖場プラン

10、欧州の海藻

海藻プロダクト

11、福島原発事故後、海藻食への危惧再び

海藻の生産高推移、輸出量

12、欧州産海藻育成への傾向

フランスのワカメ養殖

13、今、日本は何をすべきか

自然へのリスペクト先進国へ 海藻料理ニューイメージ

パネル討議 東京湾の変貌と江戸前の魚

座長： 元茨城大学教授 大嶋 和雄 氏

話題提供１： 干潟の変化と諸問題―三番瀬を中心に―

話題提供者： 三番瀬市民調査の会 事務局長 中山 敏則 氏

東京湾の地形は変貌を遂げてきた。約６千年前の縄文時代は、海面が現在より５ｍほど

高く、千葉県内では現在の松戸近辺まで入江になっていたといわれている。その後、海面

の低下や陸の隆起などにより、現在の形に近い東京湾へ変わった。

明治以降、東京湾では港湾整備や臨海工業用地の造成を目的とした浚渫と埋め立てが進
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められてきた。それでも、1930年代は海岸の前面に多くの干潟が存在していた。

しかし、戦後の 1950年代後半から 80年代にかけて、東京湾の干潟は片っ端から埋め立

てられた。1936年に 136k ㎡あった干潟は、1990年では 10k ㎡にまで減少したとされてい

る。現在の干潟は、盤洲

干潟と三番瀬などに残る

のみとなっている。

三番瀬は船橋・市川・

浦安・習志野の４市に面

する約 1800haの干潟と

浅瀬である。多種多様な

生き物が生息し、東京湾

の“ゆりかご”となって

いる。浄化力も非常に高

い。

三番瀬も、80年代半ば

までに半分以上が埋め立

てられてしまった。しか

し、1993年に策定された

新たな埋め立て計画は、

埋め立て反対運動や 30

万署名、そして「これ以

上埋め立てないで」とい

う県民世論の高まりなどにより、2001年９月に中止になった。

今年３月 11日に発生した東日本太平洋沖地震によって、三番瀬も影響を受けた。海底地

形に変化が生じ、海底の一部が深くなったとみられている。たとえば、浦安市日の出地先

の干潟は、干潮時にも姿をみせなくなった。逆に、海の中に「陸地」が現れた場所もある。

さらに、液状化によって「ふなばし三番瀬海浜公園」の施設はたいへんな被害を受けた。

三番瀬船橋側の護岸や突堤も、一部が損壊したり湾曲したりしている。人工海浜（芝生の

浜）も、亀裂が走ったり、陥没したりしている箇所がある。そのため、船橋側は立ち入り

禁止となっている。潮干狩りも、今年は全日程が中止になった。

千葉県はいま、「三番瀬再生」や「干潟的環境の形成」という名で、三番瀬の人工改変（人

工砂浜化）をめざしている。その対象は、浦安寄りに位置する猫実川河口域である。ここ

は、三番瀬の中で最も生物相が豊かな海域である。

しかし、三番瀬の環境改善策で緊急に求められているのは、三番瀬の貝類に甚大な被害

をもたらしている青潮対策や、洪水時に行徳可動堰（ダム）が開放されることによる淡水・

汚泥・ゴミの一挙流入対策、さらには江戸川からの真水の常時流入をはかることである。
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これらの対策を住民参加組織の「三番瀬円卓会議」や「三番瀬再生会議」が提起し、船橋

市漁業協同組合も強く要請している。ところが、千葉県は消極的である。

話題提供２： 東京湾の栄養塩の変化

話題提供者： 東京大学教授 磯部 雅彦 氏

富津と観音崎を結ぶ東京内湾の単位面積あたりの背後の流域人口は 300人 /haであり、大

阪湾、伊勢湾やサンフランシスコ湾を始めとする世界中のどの閉鎖性内湾よりも多い。そ

の結果として、流域から河川や下水処理水を通じて流入する栄養塩は膨大な量になる。東

京湾への負荷量は COD、T-N、

T-P の そ れ ぞ れ に 対 し て

211t/day、208t/day、15.3t/day

である（2004実績）。この値は、

1979 年に比較して、COD およ

び T-Pでは半減以下であり、T-N

についても半減近くになってい

る。

栄養塩の流入は湾内における

植物プランクトンの増殖を加速

させて、頻繁に赤潮を引き起こす

とともに、海底における分解過程

を通して底層水の貧酸素化をも

たらし、さらにそれが湧昇すると

青潮となって、魚介類の斃死によ

って生態系の劣化とともに水産

資源の減少につながる。

図－１は、東京灯標で測定した

栄養塩濃度の鉛直分布の周年変

化を示している。最下段の河川流

量と比較すると、栄養塩濃度の上

昇と一致しており、河川の出水に

伴って大量の栄養塩が流入して

いることは明らかである。同時に、

窒素の動態を見ると、赤潮が起こ

るほど植物プランクトンが大増

殖して栄養塩を消費しても、窒素
図－１ 東京湾の栄養塩の周年の動態
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濃度は有意には減少しない。東京湾ではそれほど、窒素は有り余った状態にある。

これに対して、リンを見ると赤潮が発生した場合には、濃度が低下するのが見られ、リ

ン制限の状態になっていることがわかる。また、夏季になると海底からの溶出によって底

層の濃度が上昇することも見て取れる。

本話題提供では、このような東京湾の栄養塩の動態について紹介する。

話題提供３： 東京湾の底質の特徴

話題提供者： 産業技術総合研究所上席研究員 斎藤 文紀 氏

1970 年代後半から 1992 頃にかけて、地質調査所では東京湾の環境を主に堆積物を採取

して研究を行ってきた。その当時のデータを基に、東京湾の沿岸部の堆積物（底質）につ

いて、その特徴と 1970年頃と 1990年頃の変化について報告したい。富津州の南側と北側

では大きな差があり、内湾側が泥質。富津の北側では、小櫃川沖の盤州よりも江戸川沖の

三番瀬の方が泥質。各地域とも堆積物は水深や地形と密接な関係がある。富津の第一海堡

と第二海堡間とその周辺では、1970年頃と 1990年頃を比べると 1990年頃の方が泥質。

参考文献

大嶋和雄・斎藤文紀 (1993) 東京湾の環境資源．地球科学，vol. 47 (3), 213–231.

斎藤文紀 (1991) 東京湾小櫃川三角州の地形と堆積物．堆積学研究会報，no. 35, 41–48.

斎藤文紀 (1995) 河口デルタの埋積システム－小櫃川三角州の形成機構－．大沢雅彦・大

原 隆編「生物-地球環境の科学 －南関東の自然誌－」，朝倉書店，東京，29−40.

斎藤文紀・茅根 創 (1991) 富津州及び周辺海域の地形・堆積物とその変化．堆積学研究

会報，no. 34, 135−138.

堆積学研究会報は、下記の URL から入手可能です。

http://www.journalarchive.jst .go.jp/japanese/jnltop_ja.php?cdjournal=jssj1972

話題提供４： 貝類の種類と数量の変化

話題提供者： 株式会社東京久栄技術顧問 柿野 純 氏

東京内湾では、かつて浅海域でアサリ、バカガイとともにシオフキやハマグリ、沖合域

ではアカガイ、モガイ（サルボウ）、タイラギ、ミルクイガイ、ナミガイ（シロミル）、

トリガイなど多くの種類の貝類（二枚貝）が漁獲された。1950 年代半ばから 1960 年代初

めまで貝類の漁獲量は 8万トン～10万トンもあったが、その後減少し、特にこの数年間は

アサリの漁獲量が激減したために 1万トンを下回っている。

モガイやアカガイおよびハマグリの漁獲量は 1960年代半ばから 1970年代にかけて激減



13

した。モガイやアカガイは貧酸素水の発生など底層水の水質悪化、ハマグリは東京都内湾

や浦安の漁場の開発による稚貝発生場（種場）の消失が資源減少の大きな要因と思われる。

アサリおよびバカガイを除いた他の貝類も一時漁業資源から外れたが、内湾縁辺部の貧酸

素水の影響が比較的軽微な場所のトリガイ、富津地先など湾口部周辺域のナミガイ（シロ

ミル）、ミルクイガイは復活あるいは復活傾向にある。また、新たに湾奥部の浅海域でホン

ビノスガイ、江戸川、荒川河口の汽水域でヤマトシジミがほぼ定着したとみられる。

アサリは、主産地である木更津地区で 2007年、富津地区で 2008年にカイヤドリウミグ

モが寄生し、現在は漁獲量が激減状態になっている。一般論では、突然大量に出現する生

物は数年で減少することが多いのに対して、カイヤドリウミグモがこの 5 年間減少しない

のは、捕食者となる底生魚類などの減少が大きな原因ではないかと推定する漁業者が多い。

バカガイ資源はやや低水準の状態のままであったが、2009年にかなりの資源の増加があっ

た。

千葉県では、千葉県漁連が日本在来のハマグリ親貝を用いた人工種苗生産を台湾の養殖

業者に依頼し、生産された種苗は千葉県下の漁場に放流されている。ハマグリは年によっ

て夏季の死亡個体が多くなるので、その原因究明と対策の必要な面もあるが、このハマグ

リ放流事業は定着しつつある。放流されたハマグリが親貝になって産卵したと推定される

稚貝が東京湾の各所で散見されており、ハマグリ資源復活の今後に期待したい。

東京湾における主な貝類の漁獲量の推移＊１

*1一都ニ県の農林水産統計年報、*2漁具・漁法別に集計された貝類総漁獲量の値から魚種別漁獲量を差

し引いた値（参考値として示してある）、1954年、1957 年、1959 年、1960年、1963年～1966年のデー

タがない、*31953 年、1963年～1966年のデータがない。

年

＊２

＊３

漁
獲
量
（
ト
ン
）
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話題提供５： 東京都内湾の生物を通してみる湾奥の現状と課題

話題提供者： 東京都島しょ農林水産総合センター 小泉正行 氏

水質汚濁の著しかった高度成長期以降、排水規制や下水道が普及し、河川や汽水域の水

質・底質は好転しました。その結果、天然アユの遡上が大幅に向上し、ヤマトシジミの漁

獲量も増大しました。しかし、流域人口が約 2,900 万人の東京湾奥は、大量の再生処理水

が常に流入する上、底泥から栄養塩が溶出し、プランクトンの異常発生と堆積、貧酸素化

と青潮などの悪循環がみられ、予想を上回る底生生物の死亡・衰退現象が起きています。

この様子については、平成 16 年以降の生物・水質調査データを用いて報告します。一方、

今後の湾奥の再生を考えるに当たり、「温故知新」の観点から、関係機関の永年にわたる漁

獲量、水質、埋立資料を元に変遷概要を整理した上で、日頃より考えている生物生息基盤

の大切さを漁業者情報も交えて報告します。今回、報告する主なものを以下に列記します。

①夏期を中心とした底層の貧酸素水化と底生生物の生息：上下の海水が混ざりにくい夏期

に、海面が穏やかな気象条件が重なると躍層が発達し、光合成が及びにくい底層では溶存

酸素が極端に低下し、貝類や、甲殻類など移動性の低い底生生物の生存を脅かします。そ

こで、お台場の底層酸素量と２枚貝類の出現量との関係を対比しました。その結果、貧酸

素が顕著に現れた時期を境に 2枚貝の出現量が減少する傾向がみられました。生物は、様々

な要因が重なって個体数が変動しますが、貧酸素水塊の存在が強く影響していることが考

えられました。

②硫化水素の発生？と生物の大量死：貧酸素水化の発達する夏期の砂泥域（潮下帯）に形

成される白カビ状の水域を中心に 2 枚貝が大量死することがあります。貧酸素状態下で活

発に増殖し、毒性のある硫化水素を発生する嫌気性バクテリアの硫酸還元菌群の影響と考

えています。そのカビ状の海底で 2枚貝が死亡した様子を画像で紹介します。

③アマモの生育試験と生育阻害要因： “稚魚のゆりかご”と言われるアマモの移植試験を

お台場で数年間行ってきました。いずれの年も透明度が高くなる晩秋から株数は増加し、

植物プランクトンが多く発生する春期以降は透明度の低下により株数は極端に低下、初夏

に消滅しました。また、夏期の移植株の葉っぱ（草体）には、僅か 2 週間足らずでフジツ

ボやイガイ類が全面被覆し、光を完全に遮断するなど、富栄養化した大都会ならではの光

景もみられました。

④河口攪乱と淡水化？：平成 19年 9月に襲来した台風９号の出水で、葛西臨海公園沖“東

なぎさ” 中央部の調査水域では、攪乱によりヘドロが５㎝ほどの厚さで堆積する場所がみ

られ、追跡調査中の貝類が全滅しました。なお、同水域に隣接する場所では、汽水性のヤ

マトシジミの増殖がみられる一方で、アサリ類の後退が窺えます。淡水の滞留が考えられ

ます。

⑤漁業者情報をヒントにした生物生息場の造成：東京オリンピック開催前後の埋立工事用

浚渫土砂の仮置き場（縦横 500～600ｍの海面まで土盛り）では、マハゼ・キス・カレイ類
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等が湧くほど集合したようです。水質汚濁が進んでいた当時、仮置き場や、埋め立て前の

干潟は、多様な生物が過ごしやすい場であったと考えられます。イメージ図（砂泥の回廊）

で紹介します。

⑥湾奥の再生に向けた考え方の一例：湾奥の再生の一歩として、特に栄養塩負荷の軽減、

水質浄化と生息場の両機能をもつ浅場造成は重要で、実践していくには住民の協力、関係

行政機関との連携などが不可欠です。その概要を「東京湾を元気にする一方策」としてフ

ロー図に描いて紹介します。いずれにせよ、生物生産性の高い内湾の再生は食料資源確保

の点からも重要です。

総合討論 東京湾環境修復ネットワーク強化へ向けた課題１:

望ましい将来展望を開くネットワークの構築

座長： 東京大学大気海洋研究所特任研究員 野村 英明 氏
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第 2 部

東京湾の環境修復
日時：9月 4日（日）09：30－17：00

【趣旨】

東京湾の生物亜多様性の回復と環境修復に積極的な学者・湾岸自治体・企業・漁業者・

NPO 等から事例を通して東京湾の環境修復の過去・現在・未来にわたって情報を提供して

もらいます。これまでのアプローチで良かった点と悪かった点は何であったか、これから

どのような努力が望まれているか、また、東京湾の環境修復のネットワークの効率化を図

るにはどのようなプアローチが望ましいかを討論します。

1．タイムスケジュール

08：30-09：20 受付 映画「海の森づくり」（日本水産資源保護協会提供）

「豊かな海は森づくりから」(マリンブルー21企画)

09：30-09：35 第 1部の要約と第 2部の趣旨説明

海の森づくり推進協会代表理事 松田 惠明 氏

09：35-10：10 基調講演 4．東京湾における環境再生のポテンシャル

講師： 独）港湾空港技術研究所研究主監 中村 由行 氏

10：10-10：15 質疑応答

10：15-10：50 基調講演 5．みんなでよくする東京湾―過去の挫折の経験を踏まえて―

講師： 元新潟大学教授、弁護士 鷲見 一夫 氏

10：50-10：55 質疑応答
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10：55-11：05 休憩

11：05-12：45 パネル討議 東京湾の環境修復

座長 日本大学理工学部教授 堀田 健治 氏

話題提供１．東京都海の森構想の概要

東京都港湾局臨海開発部海上公園担当課長 関田 国吉 氏

話題提供２．ナウキャストシステムの概要と貧酸素水塊の時空間変動

横浜国立大学大学院都市インノベーション研究院教授 佐々木 淳 氏

話題提供３．海の森づくり・・・生産物の利用と課題

株式会社キミカ 代表取締役社長 笠原 文善 氏

話題提供４．漁師なるものは社会起業家たれ

株式会社エンジョイ・フィシャーマン取締役 金萬 智男 氏

話題提供５．お江戸観光エコシティを夢みて！

海洋観光研究所エコライフコンサルタント 中瀬 勝義 氏

12：45-14：00 昼休み

14：00-16：00 総合討論 東京湾環境修復ネットワーク強化へ向けた課題 2：

東京湾の環境修復ネットワークの効率を図れる条件とは何か

座長 東京大学名誉教授・高知大学名誉教授 髙橋 正征 氏

16：00-16：50 海の森づくり基金発起人会の創設

海の森づくり推進協会代表理事 松田 惠明 氏

16：50-17：00 事務局から

17：00 閉会の辞

海の森づくり推進協会幹事長・理事 藤野 修二郎 氏

17：00-18：00 後片付け
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２．講師等プロフイール

総合司会： 藤野 修二郎（ふじの しゅうじろう）

第 1部参照

第 1部要約と趣旨説明：松田 惠明（まつだ よしあき）

1939年神戸市生まれ。北海道大学水産学部、同大学院水産学研究科修士課程終了

後、1986年アメリカジョージア大学大学院農学研究科へ留学、改良普及学分野で修士号、

農業経済学分野で Pｈ.D を取得。その後、ウッズホール海洋研究所並びに東西文化センタ

ー環境政策研究所で海洋政策を研究し、1980年に帰国。帰国後、鹿児島大学水産学部で国

際海洋政策学講座を担当し、2005年に定年退職。その後、世界銀行コンサルタント・ICネ

ットコンサルタントを経る。現在、国際漁業経済学会名誉会長、NPO「海の森づくり推進

協会」代表理事。

基調講演４：東京湾における環境再生のポテンシャル

中村 由行 （なかむら よしゆき）

生年月日 1995年８月７日生まれ（広島県）

現 職 独立行政法人港湾空港技術研究所 研究主監

工学博士

私は、湖沼や内湾における水質や生態系修復に関する研究を行っています。例えば、代

表的な水質悪化現象である海水の酸欠状態（貧酸素水塊の形成）に着目し、水中の温度差

などが原因である密度成層化の影響や、主要な酸素消費源である底泥の酸素消費や栄養塩

溶出に関する基礎的な研究を行いました。さらに、干潟における物質循環と生物による浄

化機構に関する研究を発展させて、干潟・浅場造成や窪地の埋め戻し修復など、実用研究

も行っています。

基調講演５. みんなでよくする東京湾―過去の挫折の経験を踏まえて―

講師： 元新潟大学教授、弁護士 鷲見 一夫 氏

昭和 13年に愛知県一宮市に生まれ、昭和 40年に横浜市立大学文理学部（国際関

係課程）を卒業し、一橋大学大学院法学研究科を修了し、昭和 45年から平成 4年

まで横浜市立大学文理学部で講師・助教授・教授を歴任し、平成 4年から平成 16

年まで新潟大学法学部教授を担任し、現在は弁護士。著書には、『ODA 援助の現

実』（岩波書店、1989）、『三峡ダムと日本』（築地書店、1997）、『住民泣かせの「援

助」―コトパンジャン・ダムによる人権侵害と環境破壊―』（明窓出版、2004）他

多数がある。「東京湾総合管理の提言」（自治体学研究 31号、1986）、「東京湾の『沿

岸管理』構想―他海域での事例研究を通じて」（国土庁報告書、1986）など東京湾
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関係の論文も多数ある。

パネル討議：東京湾の環境修復

座長：堀田 健治（ほった けんじ）

教授、工博、日本大学理工学部海洋建築工学科所属。海洋科学技術に関する太平

洋学会会長、IOC 諮問機関海洋資源開発技術委員会会長。専門：海洋環境工学、

沿岸域管理計画。現在、日本および東南アジアで藻類を中心とした生物生息環境

回復技術、汚染に伴う水質浄化技術の移転と沿岸域管理計画に従事。

話題提供１．東京都海の森構想の概要

関田 国吉 （せきた くによし）

東京都港湾局臨海開発部海上公園計画担当課長

主な所管公園には、お台場海浜公園、葛西海浜公園、若洲海浜公園、東京港野鳥

公園など

昭和 26年東京生まれ 千葉大学造園学科卒 造園技術職として都庁入庁

建設局、港湾局、杉並区で主に公園職場に勤務 平成 20年より現職

話題提供２．ナウキャストシステムの概要と貧酸素水塊の時空間変動

佐々木 淳 （ささき じゅん）

横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院教授。1991年東京大学工学部土木

工学科卒業，1996年同大学院工学系研究科社会基盤工学専攻博士課程修了，博士

（工学）．1995年日本学術振興会特別研究員，1997年東京大学大学院工学系研究

科助手，1999年東京大学大学院新領域創成科学研究科助教授，2002年横浜国立大

学大学院工学研究院助教授，2009年同教授，2011年 4月より現職．専門は海岸工

学，環境水工学．閉鎖性水域の流動，水質，生態系過程の予測評価，環境再生技

術開発，津波・高潮防災，開発途上国の水問題に関する研究に従事．

話題提供３．海の森づくり・・・生産物の利用と課題

笠原 文善 （かさはら ふみよし）

学 歴 昭和 57年 早稲田大学大学院 理工学研究科 応用化学専攻 修士課程

修了

職 歴 昭和 57年 持田製薬株式会社入社 細胞科学研究所勤務

昭和 59年 君津化学工業株式会社（現 株式会社キミカ）入社

平成 13年 株式会社キミカ 代表取締役社長就任

公 職 一般社団法人 千葉県発明協会 理事

社団法人 千葉県経営者協会 理事
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話題提供４．漁師なるものは社会起業家たれ

金萬 智男（きんまん ともお）

千葉県木更津市出身の東京湾漁師。里海をテーマに干潟環境学習、アサクサノリ復活、

東京湾方打瀬船の復活を手がける。2年前に頚椎を痛め30年続けた海苔養殖を断念。

現在は東京湾再生を目的とした脚立釣り復活や地域振興を目指す。又、全国の漁師仲

間と（株）エンジョイ・フィッシャーマンを設立し各地の漁業の活性化を手がける。三陸漁

業支援「プロジェクト舫」実施中。株式会社エンジョイ・フィッシャーマン 取締役。

話題提供５．お江戸観光エコシティを夢みて！

中瀬 勝義（なかせ かつよし）

1945年亀戸に生まれ、東海大学海洋学部を卒業し、海洋環境調査会社に就職。そ

の間、日本海洋学会・海洋環境問題委員会、環境アセスメント学会等に参加。定

年後、江東エコリーダーの会、江東自転車エコライフの会、江東区の水辺に親し

む会、海辺つくり研究会、荒川をよくする会 KOTO、隅田川クリーンキャンペー

ンなどに参加し、首都大学東京大学院観光科学修士卒。技術士（応用理学、建設、

環境）、 環境カウンセラー、エコトップ登録（東京都）。

総合討論：東京湾環境修復ネットワーク強化へ向けた課題２：

東京湾の環境修復亜ネットワークの効率化を図れる条件とは何か

座長：髙橋 正征（たかはし まさゆき）

1942年神奈川県横須賀市生まれ。東京大学・高知大学名誉教授、台湾国立台東大

学特約講座教授、海洋深層水利用学会会長。専門は水界生態学、生物海洋学、地

球環境科学、海洋深層水利用学。東京教育大学理学部植物学科卒。理博。「生物海

洋学」(三省堂、東海大出版)、「海洋深層水－海に眠る資源」(あすなろ書房)、「新

しい生態学」(ビオシティ)などの著書がある。茨城県つくば市在住。

３．要旨

基調講演 4．東京湾における環境再生のポテンシャル

講師： 独）港湾空港技術研究所研究主監 中村 由行 氏

東京湾などのように、水質汚濁や生態系の劣化が未だ深刻である閉鎖性海域では、 湾域

毎に「再生推進会議」が発足し、 再生の目標と施策が検討されている。それぞれの再生目

標からは、「きれいな海」とともに「豊かな海」の再生が目標として比重を増していること
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が覗われる。従来からの環境施策としては総量規制に代表される負荷量を削減する対策が

ある一方で、海域内部での施策として干潟・浅場造成などの施策がある。我々は、これら

の施策群の効果を評価するためのツールとして内湾複合生態系モデルを開発した。ここで

は、東京湾に適用した本モデルを用い、流入負荷及び干潟・浅海域再生の影響を解析し、「豊

かな海」再生のための条件を考察した。

「豊かな海」では、低次から魚類など高次の生物にも栄養が行き渡るような物質循環の

健全さが備わっていると考えられる。様々な環境施策に対してこのような物質循環の健全

性が得られるかどうかを評価するために、生物生息や生産を妨げている指標として貧酸素

水塊の体積を、さらに生物生産を代表する指標として「準高次生産」及び低次生産を考え、

生態系の応答を整理した。

モデル解析の結果、東京湾においては、過去の負荷量の削減が「きれいな海」と「豊か

な海」の実現に向けてともに一定の効果があったことが明らかとなった。しかしながら将

来的には、現状の地形を前提とする限り負荷量削減を継続しても生物生産の増加にはなり

にくいこと、むしろ干潟・浅海域などの生物生息場を拡大・修復することこそが「豊かな

海」の実現のためには不可欠であることが示された。

他の海域ではどうだろうか。三河湾では、中山水道航路の増深と拡幅工事によって生じ

た良質な砂を活用し、620 haもの干潟・浅場造成が行われ、さらには大規模な窪地埋め戻

しもほぼ完了するなど、湾の面積に比較して規模の大きな修復事業が行われた。その後、

全国でも例外的にアサリの漁獲量が回復傾向にある。これらの事実は、干潟・浅場造成な

どの修復事業が、「豊かな海」実現に向けて大きな効果を持つことを強く示唆していると考

えられる。

沿岸海域の典型的な食物連鎖 (山室, 2001)

自然再生を進めるために :
１．栄養塩等負荷の削減
（従来の主たる取組）

２：干潟・浅場の修復・造成のよ
うに、高次の栄養段階の生物に
栄養が行き渡る方策こそが必要

強化

モデル解析によって示された成果：「豊かな海の再生（東京湾、伊勢・三河湾などの再生
行動計画）」の実現のためには、底生生態系の修復（干潟・浅場造成など）が極めて重要

まとめ：今後東京湾において必要な施策とは？

＜今後必要な取組＞
特に、浅い沿岸部（水
辺）に重点を置いた施
策が効果の面から必
要であり、人々への
関心を喚起する上で
も重要である

図 今後東京湾などで必要な施策の視点
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基調講演 5．みんなでよくする東京湾―過去の挫折の経験を踏まえて―

講師： 元新潟大学教授、弁護士 鷲見 一夫 氏

東京湾は、かって世界有数の生物の宝庫であった。しかし、明治以来、殖産興業と富国

強兵の国策の下に京浜工業地帯の立地のために沿岸海域は次々に埋め立られてしまった。

他方において、海洋生物の産卵・食餌場であり、また汚染浄化機能をもつ干潟は、大幅に

失われてしまった。

こうして、日本は、目先の安価な工場用地を入手するために、海洋生物の揺り籠とも言

うべき干潟を潰してしまったのである。換言すれば、金に換算できないものは、経済的に

無価値なものとして扱い、計量化、数値化のできない干潟のもつ生産的価値を無視したの

である。こうして、土地造成という目に見える短期的利益を追い求めて、生物再生産と汚

染浄化という干潟のもつ長期的利益を捨ててしまったのである。

このような状況に対して、筆者は、遅ればせながらも歯止めを掛けたいと思い、第 3 次

国連海洋法会議への参加の行き来の合間に、サンフランシスコ湾、地中海、バルト海、黒

海などの閉鎖海域を訪れ、そこでの海域管理のあり方を調べた。

国土庁は、こうした研究に関心を示し、世界各地の沿岸海域の管理の在り方についての

調査研究を筆者に委嘱した。そして、筆者は、その調査結果を纏めて、1986年に国土庁に

あて提出した。しかし、奇妙なことに、国土庁は、調査研究費を支払いながら、この調査

報告書を、同庁の報告書として扱うことを拒んだ。内容がラディカルすぎて、日本の実情

に合わないというのであった。

こうした国土庁の抵抗に遭遇して、筆者は、地方自治体レベルからの動きに期待した。

そこで、筆者は、立教大学の淡路剛久教授と共に、長洲神奈川県知事に面会して、神奈川

県がイニシアチブを執って、国、東京都、千葉県、横浜市、川崎市などを巻き込んで東京

湾の総合管理体制の確立と総合管理計画の策定について取組むよう要請した。この提言に

は、長洲知事は、大きな関心を示され、関係機関への働き掛けを約束された。

しかし、その後、長洲知事は、表面的には何らの動きも示さなかった。恐らく国の側で

の抵抗が相当に強かったためと思われる。その代わりに、長洲知事は、湘南海岸について、

沿岸管理への取組みに着手することを言い出したのである。

東京湾の汚染防止体制の確立という点で、筆者が味わったもう一つの苦汁は、東京湾横

断橋建設問題に関してであった。筆者は、田尻さん、華山教授、力石教授らと共に、この

問題の研究に取組んだ。その最大の関心は、大型タンカーないしは LNG/LPG 船の橋桁へ

の衝突事故による大規模海洋汚染問題の発生であった。

こうしたことから、筆者らは、国土庁などの政府機関に対して海底鉄道構想を提言した。

つまり、川崎市と木更津市とを海底鉄道で結び、通勤用・貨物用列車を走らせると共に、

自動車は、台車に乗せて貨車で運ぶという構想であった。これならば、人的・物的往来の

便を得つつ、他方で船舶衝突事故を回避でき、また大気汚染も緩和できるメリットがあっ
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た。そのため、この構想には、政府機関も大きな関心を示した。しかし、この構想は、な

ぜか実現しなかった。

私たちは、これまで『大きいことは、いいことである。』の考え方に捉われて、自然のも

つ豊かさと恐ろしさを余りにも軽視しすぎてきたのではなかろうか？そして、目先の安価

な土地造成のために、東京湾の豊かな生物学的多様性の宝庫を埋立ててしまった。その恩

恵に与った企業は、それを食い荒らしただけで立ち去ってしまった。つまり、安価な労働

力を求めて、中国、ベトナムなどへと移転してしまったのである。その結果、東京湾沿岸

域では、造成地の空洞化が目立つ。そればかりでなく、造成地では、いったん大震災が発

生すれば、大掛かりな液状化現象が発生するかことの懸念もある。

阪神・淡路大震災、新潟中越大震災、東日本大震災はいずれも、私たちに重要な教訓を

もたらした。つまり、人間は、自然に逆らうことはできないということである。私たちは、

これまで科学技術への過信のために、余りにも自然に逆らい続けてきたのではなかろう

か？

いま、人間の驕りは、自然のしっぺ返しを受けている。その象徴が、福島第一原発であ

る。同じことは、ダムについても言える。ダム貯水池の堆砂問題については、何ら有効な

解決策もないのである。特に、天竜川と大井川における堆砂問題は深刻である。

東京湾沿岸において何よりも深刻なのは、防災問題である。東京湾は、世界一船舶通航

が過密な湾域である。タンカー、LNG/LPG 船などの衝突事故が何時起こっても不思議では

ない。また、沿岸域には、石油タンク、LNG/LPG タンクなどの危険施設が林立している。

これに加えて懸念されるのは、大震災の発生時における大規模な液状化現象である。差

し当っては、こうした大規模液状化問題への対応が急務であろう。しかし、即効薬はない。

むしろ長期的な観点あからは、埋立地の軟弱地盤を除去して、堅固で安定的な地盤に構造

物を立脚させる方策を講ずるほかない。そして、同時に、自然干潟を回復することである。

急がば回れである。ただし、大量の埋立土砂の処分をどうするかという問題には、知恵を

絞らなければならないであろう。

表題について明快に答え得るような妙案はない。しかし、ただ一つ確かなのは、明治以

来長年にわたって痛めつけてきた東京湾の自然環境を、これからは、時間をかけてでも、

自然の摂理に適った方向に戻して行くことである。こうした方策には、行政のイニシアチ

ブが必要である。他方、住民の側でも、被害が発生すれば、何もかも行政のせいにして、

国家賠償責任を求めるという悪弊も改めるべきであろう。例えば、行政のイニシアチブに

より、液状化マップとか浸水マップを作成・公表し、そこに家屋なり工場なりを建設する

場合には、自己責任でそうして貰うことである。

しかし、これは、あくまでも住民のために仕事をする国または地方自治体が存在するこ

とがあっての話である。残念ながら、現在の国または地方自治体には、このような姿勢は

希薄である。そうした意味では、東京湾の沿岸管理の問題は、迂遠ではあるが、究極的に

は、住民の福祉と安寧に真に取組むことのできるような中央および地方政府を作り上げる
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ことにあると言わねばならない。

パネル討議 東京湾の環境修復

座長 日本大学理工学部教授 堀田 健治 氏

話題提供１： 東京都海の森構想の概要

東京都港湾局臨海開発部海上公園担当課長 関田 国吉 氏

１．海の森計画とは

（１）位置：中央防波堤内側の東側部分（昭和 62年までゴミ処分場）

（２）面積：約８８ｈａ(日比谷公園の約 5.5倍)

（３）性格：海上公園

（４）植栽：スダジイ、タブノキ、エノキ等 苗木で 48万本を植栽

２．計画の特徴

（１） 新しい森の出現

東京港のゴミの埋立地を森に生まれ変わらせ、新しい東京の緑の基点とする。

（２） 都民参加の森づくり

「海の森」募金により苗木を購入する。

都民の手で苗木つくりや植栽、育樹を行う。

広く都民、企業、ＮＰＯ等との協働を進めていく。

（３） 資源循環など

公園や街路樹の剪定枝葉から堆肥をつくる

建設発生土等を有効活用して植栽基盤土をつくる。

海の森予定地（２２年８月） 断面模式図

海の森予定地（２２年８月） 断面模式図
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３．進捗状況

（１） 平成 19年 2月「海の森公園」として海上公園計画を告示

（２） 19年造成工事、翌 20年著名人や都民により苗木植樹

（３） 以後毎年造成工事及び翌年春・秋に植樹会開催

（４） 平成 23年 4月現在、造成１５ｈａ、うち１２ｈａ植栽

４．今後の予定

（５） 平成２８年までに森の主要部分の植栽を完了

（６） 植樹後の森の育成作業等に都民参加

話題提供２： ナウキャストシステムの概要と貧酸素水塊の時空間変動

横浜国立大学大学院都市インノベーション研究院教授 佐々木 淳 氏

東京湾の水質環境は高度経済成長期以降 1970年代頃まで劣化したが，下水道の整備等に

伴い，1980年代以降流入負荷は顕著に減少しており，水そのものの質は改善してきたよう

に感じられる．一方，夏季の湾奥底層に発達する貧酸素水塊の規模は縮小の傾向が見られ

ないようであり，漁業資源についても 1980年代以降も総漁獲量の減少または横ばい傾向が

続いている．これらの原因ははっきりしないようであるが，干潟・浅場の減少や長年にわ

たり堆積している有機分に富む底泥の堆積が悪影響を及ぼしているのかもしれない．

図 1：千葉県水産総合研究センター

「東京湾貧酸素水塊分布予測システ

ムによる 2011年 7月 24日 14時の

底層溶存酸素濃度分布予測値．

本話題提供ではこの貧酸素現象に着目し，これまでに関係各機関によって取得された

図 2：2008年 9月初旬の青潮発生時における

硫化物濃度の断面分布計算値．浚渫窪地およ

び航路筋を起源とする青潮の発生過程の再現

を試みたものである（市岡ら，2009）．
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様々な現地データから，貧酸素水塊の長期的な変動や季節変動，および空間変動について

紹介する．特に千葉県水産総合研究センターによる，観測データを同化した数値予測シス

テムである，東京湾貧酸素水塊分布予測システム（ナウキャストシステム）を取り上げ（石

井ら，2011），湾奥平場における底層貧酸素分布の時空間変動や漁業活動への有効利用の可

能性について紹介する（図 1は底層溶存酸素濃度分布予測結果の一例）．さらに，東京湾奥

部沿岸に存在する浚渫窪地や航路筋は特に閉鎖性の強い海域であり，夏季には無酸素水塊

の発達が恒常的にみられ，青潮との関連もしばしば指摘されている．図 2は 2008年 9月初

旬における青潮発生前後の浚渫窪地，平場，および航路筋を起源とする青潮発生過程の様

子を数値モデルで再現したものであるが，これらの水域における貧酸素水塊の変動や青潮

との関連についても言及する．

参考文献

石井光廣・古川恵太・佐々木 淳・柿野 純・増田修一・小森明裕・桃井幹夫・麻生晃也．

東京湾底層 DO 分布の短期予測システムの水産分野への活用に向けた実証的研究．土

木学会論文集 B2，67，No. 1，5pp.，2011（印刷中）．

市岡志保・佐々木 淳・吉本侑矢・下迫健一郎・木村俊介．航路と浚渫窪地に着目した硫化

物動態と青潮影響に関する考察．土木学会論文集 B2，65，No. 1，1041-1045，2009．

話題提供３： 海の森づくり・・・生産物の利用と課題～海のゴミづくりへの警告～

話題提供者： 株式会社キミカ 代表取締役社長 笠原 文善 氏

「海の森づくり」プロジェクトは、海藻（コンブ）の森づくりを通じて海の環境修復、
漁業資源の保護（回復）、更には CO2削減など地球環境の改善にも寄与するという、素晴ら
しい構想であります。しかしながらコンブは、夏期の水温上昇と共に一斉に枯れ始め、腐
ってしまいます。育てたコンブの収穫と利活用についての一貫したシステム構築が合理的
になされないと、海中に大量の生ゴミを発生させることになってしまいます。
育てたコンブの利活用について現実的に考察してみました。

① わが国のコンブ供給量

コンブの供給量は表１の通り。現在 IQ による輸入枠は 2,960トンであるが、輸入実績がこ

れを大きく下回り消化しきれていない。すなわち市場は飽和している。

（表１）コンブ供給実績 単位：数量トン，単価円/kg

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

国内産 21,586 22,189 22,980 25,013 26,293 21,911 23,242 20,966 22,190 19,292

輸入 1,230 2,323 2,789 2,848 2,569 2,883 1,600 1,904 2,392 2,253

総供給量 22,816 24,512 25,769 27,861 28,862 24,794 24,843 22,910 24,582 21,545

平均単価

（北海道）
1,051 1,626 1,179 1,317 995 1,066 1,007 1,164 1,219 1,393
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② 食品としての利用

総務省統計局の調査資料によると、コンブの１世帯当たり年間消費量は全国平均 398g、金

額で 1,136円（平均単価 2,854円／kgとなるが、乾物のみの集計か不明）。いずれにしても

北海道産天然コンブが主であると思われる。「海の森づくり」から供給されるのは養殖一年

物の水コンブ。本プロジェクトの生産物は果たして市場に食い込み、需要拡大を望める商

品になり得るか？

③ 工業原料としての利用

アルギン酸工業の主原料である褐藻類の代表はチリ産レッソニアと中国産養殖コンブであ

る。両原藻の現在の相場と、アルギン酸の収率（レッソニア 25％、コンブ 16％）から算出

したアルギン酸１トン当たりの原藻コストは以下の通り。

Lessonia $1,200/t (FOB Chile) $1,200 / 0.25 = $4,800-

中国コンブ 2.7元 / 斤＝$840/t $840 / 0.16 = $5,250-

工業原料として国際競争力を持つためには、乾燥コンブで＄840／ｔが必要条件。

④ 収穫と乾燥

水中のコンブは濡れていて、重く、ヌメりがある。収穫は危険を伴う重労働。

湿ったままではすぐに腐る。短期間に大量のコンブをいかに水揚げして乾燥するか？

中国では、地面に広げ天日乾燥しているが、３Ｋの代表職種と嫌われ労働力不足をきたし

ている。

話題提供４．漁師なるものは社会起業家たれ

話題提供者：株式会社エンジョイ・フィシャーマン取締役 金萬 智男 氏

高校卒業時（1978年）から家業を継いで東京湾の三代目の漁師になる。

20 年間無我夢中に漁業を営むも収入はあがらない、美味しい海苔が評価されない流通に疑

問を抱き、1998年、一念発起でウェブショップを立ち上げる。多くのお客様に恵まれ売り

上げも順調に伸びるも、海水温上昇で思うような海苔生産が出来なくなり 2008 年、30 年

間続けた海苔養殖を断念し、ウェブショップも閉鎖。

2004年に漁師仲間と不安定となった干潟漁業を危惧しNPO盤

洲里海の会を立ち上げ、間伐材利用ビジターハウス、干潟漁業体

験学習、絶滅危惧アサクサノリ復活等を実施するも諸事情で 4年

間の活動で解散する。

2010年、里海の会に変わる「木更津金田の浜活性化協議会」を
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立上げ。海の環境を壊さない、現状の漁業ハードを活用した体感的な観光漁業（底引き漁

体験、脚立釣り体験、伝統的な海苔つくり体験、干潟探検等）を推進中。

2008 年に漁場にカイヤドリウミグモが大繁殖しアサリが全滅

し水揚がなくなり漁に出られなくなる。同年、東京湾で一緒に活

動していた友人たちと、「東京湾に打瀬舟を復活させる協議会」を

立ち上げる。豊穣と言われていた東京湾では藻場の上で網を曳く

1700隻の打瀬舟が風を帆に受けながら操業していた。そんな東京

湾を目指し、藻場再生、森林保全も含めた東京湾のシンボルとなり得る木造の打瀬船復活

を手がける。

2010 年には熊本計石から東京湾まで多くの方に協力を頂きながら 17 日間かけて木造の打

瀬船「漁善丸」を回航する。

瀬戸内海の家島で行われた環境教育のフォーラムで各地で先進

的な活動をする漁師達と出会い、2010 年に全国の漁師を中心に

株式会社を設立する。元気な漁師を目指し「エンジョイ・フィッ

シャーマン」と名づける。各専門分野の

スペシャリストをアドバイザーに迎え、

全国のパワー溢れる漁師のネットワーク「ザ・漁師‘ｓ」を結成

して全国の漁業の活性化を手がける。事業としては、全国各地の

海産物を消費者及び業者に紹介、東京湾海産物ブランド確立、漁

業就業啓蒙事業等を実施。

2011年 3月東日本大震災を期に漁船や漁具を被災地へ届ける三陸漁師支援「プロジェクト

舫」を実施中。

話題提供５．お江戸観光エコシティを夢みて！

話題提供者： 海洋観光研究所エコライフコンサルタント 中瀬 勝義 氏

１．東京湾の少し前の姿

1960年まで東京湾は広大なアサクサノリ漁場が広がり、東京の一大産業でしたが、高度

経済成長期に大部分の海域がゴミや海底の土砂で埋立られ、海や川の水質は悪化しました。

しかし、その後河川の環境改善が進み筆者の家に近い小名木川にはハゼやボラが繁殖し、

カワウ、サギやカワセミまで飛ぶようになりました。

２．東京湾の一事例：江東区東部地域の小史
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江東区東部地域（城東区）の緑被率

の変遷を振り返ると、明治初期には

95％もあった耕作地・緑地が日清戦争、

日露戦争、第 1次世界大戦・第 2次世

界大戦を経過する中で急激に減衰し、

約１％までになりました。これは、江

東区が日本最大の重化学工業地に発展

したためで、文明開化・富国強兵の先

進役であったこと等が大きい要因なの

かも知れません。

戦後も高度経済成長をリードした

江東区東部地域の緑被率は 30年間変

化がありませんでしたが、1970年頃

に環境時代が始まり、工場が地方に疎

開し、跡地は公園や大型住宅団地に転

換し、大型公園や親水公園、公園・

学校ビオトープがつくられ、緑被率

も徐々に回復しました。

３．自然修復 運河再生への胎動

一度失った自然を元に戻すことは大変ですが、最近、

川がきれいになり、魚や鳥が戻りだしていることを考え

ると素晴らしかった自然を回復することは可能ではない

でしょうか。今、「お江戸深川さくらまつり」や「環境

フェア手漕ぎボート体験」、「江戸川アユ救出作戦」、「新

砂干潟観察会」、「隅田川クリーン大作戦」等が行われて

います。

振り返ると、明治 6 年から昭和のはじめまで、小名木川と銚子が通運丸で結ばれていま

したが、船から便利な？自動車に取って代わられ、川は道路に変わってゆき、舟運は消え

てしまいました。ところが、最近、石油の埋蔵量が、底をつきそうと、石油のない時代を

見越した交通の見直しが始まり、船や持続可能社会の優等生の自転車活用の重要性が叫ば

れています。今、正に環境にやさしいお江戸観光エコシティが始まろうとしています。

４．海洋観光立国、お江戸観光エコシティ：“黄金のジパング”から“癒しのジパング”に

幸い日本には国土の廻りに世界でも 6 番目に広い、広大な排他的経済水域（EEZ）が広

がっています。この海域を活用した海洋観光立国が望まれます。世界の方々に、バカンス
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わが国の国土周辺の海洋域

を取っていただき、北には流氷、南には世界的なサンゴ礁、豊かな自然と豊富な水と温泉

に恵まれた日本列島を 1,2ヶ月かけてゆっくりと旅し、毎日温泉に入り、時にはマリンレジ

ャーや太平洋船遊びを楽しんでもらうならば、観光客がみんな健康になって帰っていただ

くことができます。

国内的には週休 3日やバカンスを導入し、電気、石油、自動車や外国資源に依存しない、

国内の資源に立脚した農林水産業と地域の製造業を再生・活性化した地産地消のゆとりあ

る循環型ライフスタイルにする。市民農園や家庭菜園で自給自足に寄与し、農的エコツー

リズムやお伊勢参りのような内需型観光を楽しむ「お江戸観光エコシティ」を夢見ていま

す。

総合討論 東京湾環境修復ネットワーク強化へ向けた課題 2：

東京湾の環境修復ネットワークの効率を図れる条件とは何か

座長 東京大学名誉教授・高知大学名誉教授 髙橋 正征 氏
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海の森づくり基金発起人会の創設

海の森づくり推進協会代表理事 松田 惠明

１）「東京ブルーベイ構想」の推進について

東京湾は、日本の縮図です。東京湾の環境修復・再生は、国民誰もが望む快挙であり、

日本中のみならず世界中の閉鎖海域の環境問題解決に一石を投じます。最近、東京湾の水

質が良くなったと良く耳にしますが、同時に、赤潮や青潮が無くなったとか江戸前の漁獲

量が増えたという話は聞きません。東京湾から、有害な赤潮や青潮問題を無くすためには、

また、江戸前の漁獲量を十分に増やすには、これまでの対策に欠けていた抜本的な対策が

考えられなければなりません。私達は、その抜本的対策を、①埋め立てに使われた海底土

砂の掘削凹地の適度な整地と②こんぶやホンダワラ等大型海藻の大規模増養殖（100万トン

規模）による栄養塩の回収だと考えております。東京湾の海底の整地には膨大な費用がか

かりますが、それは長年月をかけて解決するとすれば、1年間当りの費用は決して多くはあ

りません。しかも、問題の大きなところから、効果的に取り掛かれば、その改善効果は、

早期に現れます。また、海藻の大規模な増養殖は、栽培漁業革命といわれるように、新し

い生態系を創造し、不特定多数の種に産卵場や揺籃場を提供し、これまでの栽培漁業を補

完し、江戸前資源の放流効果を増加させ、健全な漁業の発展並び国民の親水性の向上に貢

献します。

回収された海藻は、バイオ燃料、CO2 削減、医薬品・食料・餌料・肥料・其の他工業原

料等に使えます。海底の整地に関しては、明治以降続いた海砂採集跡地の環境復元という

ことで、公共事業の対象になります。大規模な海藻増養殖も公共事業としての性格を持ち

ますが、東京湾の直接･間接の受益者である国民からの募金も使えます。この構想は東京湾

岸の漁民が中心となって、住民が叡智を集め、産・官・学・民が、一致協力して行う一大

構想です。この構想の実施を通して、東京湾 100 年の大計が生まれ、東京湾岸住民の連帯

感、ひいては日本国民の連帯感が醸成されます。

【目的】

１．東京湾の環境修復と海の森づくりに貢献する「海の森づくり基金」を創設する。

２．東京湾の漁業・生活環境を抜本的に改善し、江戸前の食料資源を回復する。

３．バイオ燃料用海藻を大量生産し、CO2削減に貢献する。

４．都市近郊閉鎖性海域の環境修復モデルを提示する。

５．毎年東京湾環境フォーラムと全国を対象とした海藻リレーサミットを開催する。

６．既存の東京湾環境修復活動と連携し、東京湾岸住民の親水性を向上し、連帯感を

強化する。

７．沿岸域の環境改善・水産資源倍増・多面的機能を持つ漁村の活性化・食育と健康

づくりに貢献する全国の海の森づくり運動を支援する。

8．『海の時代』を拓く日本の国際貢献モデルを提示する。
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２）「海の森づくり基金」の創設について

海の森づくり基金創設趣意書
（社）国際海洋科学技術協会・NPO 法人海の森づくり推進協会

海に恵まれた日本は、今、その特徴を生かせるかが問われています。「21世紀は海の時代」

と言われ、豊富な経験を持つ日本には、混沌とした世界に対する「海の時代」のモデル提

示とそのリーダーシップが問われています。海洋開発産業が注目を集めていますが、採算

面、環境面、施工面、技術面、制度面等で多くの問題を抱えており、これらを克服するた

めには、莫大な投資が必要で、それを支える国民的サポートが必要です。そこで、注目さ

れるのが、起死回生に直面している水産の根幹であり、多面的機能を持つ漁村の活性化で

す。これは、比較的小額の適切な投資で、既存のインフラが活性化され、手っ取り早く国

民へのアピール効果が期待されるからです。私達は、「海の森づくり運動」を通して、漁協

中心の考える漁村、多面的機能を果たせる社会性をもった漁村づくりに貢献したいと考え

ております。

具体的には、１） 種糸 100ｍ運動の展開による海藻養殖・大規模海中林造成や海洋施肥

による天然藻場の造成の推進による「海の森づくり」と２）生産物の利活用による収入を

使っての持続的な「海の森づくり」の展開を目指しています。その波及効果には、窒素･燐・

炭酸ガス等の吸収と酸素の供給による「海洋環境の改選効果」、不特定多数の魚介類への産

卵場や揺籃場の提供による有用魚介類の増殖効果、不特定多数の在来種の生物多様性を促

進する効果、直接的な食品利用の他、ウニやアワビ･カワハギなどの餌・農業用肥料・食品

原料・医薬品・工業原料・CO2 削減・バイオ燃料・雇用・経済等の生産物の利活用効果等

が含まれます。

特に、閉鎖系海域のモデルとしての東京湾を中心した東京湾ブルーベイ構想と東京湾以

外の漁村を中心とした「海の森づくり運動」を展開しております。

つきましては、これら「東京湾ブルーベイ構想」と「海の森づくり運動」を展開するた

めに、「海の森づくり基金」の創設を準備してきましたが、その活性化が期待されています。

御検討の程宜しくお願い申し上げます。

平成 23年 9月 4日
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